
令和７年４月
農林水産省輸出・国際局
国際戦略グループ

国際連合食糧農業機関

(Food and Agriculture Organization of the United Nations：FAO)



（１）国連の主要機関
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国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）とは

組織・概要

• 設立：1945年10月16日
• 加盟：194加盟国、１加盟組織（EU）、

２準加盟国（フェロー諸島、トケラウ）
• 総会：２年に１度、本部（ローマ）で実施

（直近は2023年７月）

目的

• 以下の施策を通じた、世界経済の発展と
人類の飢餓からの解放
①世界各国国民の栄養水準・生活水準の向上
②食料・農産物の生産・流通の改善
③農村住民の生活条件の改善

活動内容

• 中立的で国際的な検討の場の提供
• 調査分析、情報の収集・提供
• 国際条約・規範等の策定・執行
• 開発途上国への技術協力等の提供

予算規模

• 予算総額：約10億米ドル（2024-25年）
 （通常予算ベース）

事務局長
• チュー・ドンユィ（屈 冬玉）氏
  中国出身（前中国農業･農村部副部長）
任期:2019年８月～2023年７月（１期目）

2023年８月～2027年７月（2期目）

※１期４年、再選は１回まで可能

事務局

• 本部（ローマ） 
５地域事務所、11地域支所、100以上の国別事務所
６連絡事務所（含駐日連絡事務所（横浜市））
７連携・連絡事務所

• 総職員数：15,840名（うち約２割がローマ勤務）（2024年12月）
（専門職以上の職員定数（通常予算）は1,402名、
うち、邦人職員39名）（2025年３月）

我が国との関係

• 日本は1951年に加盟
• 49か国で構成する理事国のひとつ
• 米国、中国に次ぐ第３位の分担金拠出国
（約8,208万ドル：全体の8.03％（2024-25年） ）

• 農林水産省は、任意拠出により各種事業を実施
（2025年度予算額：約4.2億円（約2,777千米ドル）)
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FAOの運営機関（Governing Body）及び主な会合

※ 「6条」及び「14条」は、各委員会設置の根拠となるFAO憲章の該当条文を指す。
※FAO憲章で報告義務が明示されているものは実線、そうでないものは破線。
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運営機関では無いものの、FAOの
政策策定や意思決定を補完し、
専門的な助言や調整の役割を果たす。 3



2

3

4

5

6

7

理事会
(Council, CL)

計画委員会
(Programme Committee, PC)

財政委員会
(Finance Committee, FC)

憲章法務委員会
(Committee on Constitutional and Legal 
Matters. CCLM)

技術委員会
(Technical Committee)

地域総会
(Regional Conference)

1
総会
 (Conference, C)

名 称 概 要

• 事業計画・予算等の審議等を通じ理事会の財務管理を支援。
• 理事会が選出する12名の加盟国代表と議長（両者任期2年）で構成。

• 理事会/事務局長が提起する憲章や法務的事項について審議。
• 理事会が選出する7名の加盟国代表と議長（両者任期2年）で構成。

• 農、林、水産、商品問題の各委員会の総称。隔年（偶数年）で開催。
• 出席登録すれば全加盟国の参加が可能。各委員会で議長を選出。

• 域内の活動や優先度、政策課題等を審議。隔年（偶数年）で開催。
• 各地域に属する加盟国が参加。各地域総会で議長を選出。

• FAOの最高意思決定機関。隔年（奇数年）で開催。

• 事業、戦略枠組み、事業計画・予算等を審議。
• 理事会が選出する12名の加盟国代表と議長（両者任期2年）で構成。

• 世界の食料・農業の現状の確認、FAOの事業、戦略枠組み、中期計画、
事業計画・予算、総務・経理、憲章関係等を審議。

• 総会が選出する49ヶ国（任期3年）、独立議長（任期2年）で構成。

各運営機関等の概要

8 世界食料安全委員会
(Committee on World Food Security, CFS)

• 世界の食料安全保障と栄養に関する幅広いテーマを議論。毎年開催。
• FAO、IFAD、WFPが共同運営。在ローマ各国大使が2年毎に地域持ち回りで就任。
• FAOの運営機関ではないものの、食料安全保障に関する助言を行う役割を担う。
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5

国際的な検討の場の提供 国際条約・規範等の策定・執行

（例） 国際植物防疫条約（IPPC： International Plant 
Protection Convention）：植物に有害な病害虫の侵入・
まん延防止に向けた行動の協調

（例） 食料・農業植物遺伝資源条約(ITPGR: The International 
Treaty on Plant Genetic Resources for Food and 
Agriculture)： 各国の保有する植物遺伝資源に対する
アクセスと利益配分を共通ルール下で実施

（例） コーデックス委員会(Codex Alimentarius Commission):

 国際食品規格の策定等

（例） 違法漁業防止寄港国措置協定（ＰＳＭ: Port State 
Measure 協定）:ＩＵＵ漁業等に従事した船舶の入港拒否、
港の使用の拒否、船舶の検査等の実施

開発途上国への技術協力の提供

• 各国からの要請を受けた政策助言・技術支援
の提供

• 鳥インフルエンザ、サバクトビバッタ対策、    
自然災害対策等の緊急支援事業の実施

   （例）疾病･害虫の影響を受けた小規模農家への緊急支援

• 農林水産省も人的・資金的に支援

調査分析、情報の収集・提供

• 統計情報の収集・提供
（例） 「FAOSTAT」、「Statistical Yearbook」等

• 食料・農業の動向に関する調査研究

（例）    「世界の食料安全保障と栄養の現状」（WFP、
IFAD等と共著）、「世界食料農業白書」、「世界森
林白書」、「世界漁業養殖業白書」 等

• 食料価格・需給に関する情報提供
（例） 「Food Price Index」、

  「OECD-FAO Agricultural Outlook」

FAOの主な機能

１ ２

３ ４

加盟国等の参加による、食料・農林水産業に関する

国際的な議論や、政策立案の場を提供 

（例）

総会（２年毎に開催、2023年7月・第43回総会）

国連食料システムサミット2年後フォローアップ会合（2023年7月）

世界食料安全保障委員会（毎年開催）
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機能目標
(FO: Functional
Objectives)

FAOの戦略枠組みと中期計画

優先分野
(PPAs: 

Programme

Priority Areas)

加盟国共通の目標
（グローバル目標）

ビジョン
食料・農業が全ての人々、特に最も貧しい人々の生活水準の改善に経済的、社会的、環境的に持続可能な形で

貢献し、飢餓及び栄養不良から開放された世界

(1)

飢餓、食料不安、栄養不良の
撲滅と十分な食料の確保

Chapter 1

Better Production

強靭で持続可能な食
料・農業システムを確保。

Chapter 2

Better Nutrition

食料安全保障を達成し、
あらゆる形態の栄養改
善を実現。

(2)

全ての人のための経済的・社会
的進歩を通じた貧困撲滅

(3)

天然資源の持続可能な管理
と利用

Chapter 4

Better Life

不平等削減による包摂
的な経済成長の促進。

Chapter 3

Better Environment

陸域・海洋生態系の保
護、回復、持続可能な
利用を促進。

Objective 5 （追加目標）

技術的な質、統計及び分野横断的課題（ジェンダー、若者、包摂）等

FO 7

アウトリーチ

FO 8

情報技術(ICT)

FO 9

ガバナンス、管理、方向性

FO 10

効率的・効果的な運営

中期計画2022-25年

戦略枠組み（2022-31）

◆FAOの戦略や中期的な方針は、以下①、②によって構成。
① 戦略枠組み：FAOが実現すべき「ビジョン」、加盟国共通の「グローバル目標」、これを実現するための「優先分野」で構成。期間は10年間。
② 中期計画：各「優先分野」、ＦＡＯの組織に関する「機能目標」等で構成。

注:1 中記計画において、優先分野は１から４（４つのベター）、機能目標は７から10の番号が付いている。これらの番号は、二ヶ年事業計画・予算（PWB）の費目番号と一致している。なお、６、11から13
番については、それぞれPWB費目番号「６．技術協力プログラム」「11.不測時の対応」「12.設備投資」「13.セキュリティ」となっている。
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【合計約４.２億円】
事業概要については、こちら令和7年度ODA予算等概算決定の事業概要

農林水産省が拠出しているFAOトラストファンド事業（令和７年度）

事業名 拠出額（百万円） 拠出期間

準専門家派遣拠出金 46 S48～

食料・農業植物遺伝資源条約（ITPGRFA)拠出金 55 H26～

効率的水利用・水管理対策推進事業 33 R７～９

森林減少抑止・森林経営国際展開事業 76 R５～７

SPSルール・メイキング戦略推進事業（うち食品安全） 55 R７～11

SPSルール・メイキング戦略推進事業（うち動物衛生） 31 R７～11

SPSルール・メイキング戦略推進事業（うち植物防疫） 49 R７～11

持続的漁業達成事業（うちFAO拠出分） 41 R２～８

農業市場情報システム強化支援事業 6 R５～７

FAOを通じた持続可能な食料システムの普及・促進事業 3 R５～７

途上国における農業分野の気候変動緩和等支援事業 20 R５～９
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